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（訂正）「2016 年 3 月期 決算説明会資料」の一部訂正に関するお知らせ 
 

平成 28 年 5 月 12 日に公表いたしました「2016 年 3 月期 決算説明会資料」の記載内容の一部に訂正を要
する箇所がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、訂正箇所につきましては、下線または
赤い枠線を付して表示しております。 
 

記 
１．訂正理由 

「2016 年 3 月期 決算説明会資料」の記載に誤りがあったため、訂正するものです。 

 
２．訂正内容 

１）25 ページ 「aNF30-2013 振り返り」 長期業績推移 グラフ 

‧ 吹き出し内文字 脱字訂正（次ページに赤い枠線を付して記載） 

‧ 2008 年度吹き出し 訂正前：リーマンショック ⇒ 訂正後：事業構造改革引当金 固定資産減損損失 

２）36 ページ 「aNF30-2016 基本方針」 産機・鉄道 

‧ 大型トレーラー、クレーン、普通列車 画像削除 

‧ フォークリフト、高速鉄道 画像差し替え 

３）51 ページ 「2017 年 3 月期見通し：営業利益増減分析（対前年同期）」 

‧ 訂正前：北米一時費用 ⇒ 訂正後：北米一時費用* 

‧ 訂正前：経費 ⇒ 訂正後：経費** 

‧ テーブル下コメント 

訂正前： 

北米一時費用+43：16 年 3 月期の固定資産減損実施による償却費軽減効果+19 億円、北米生産混乱

による緊急輸送機、修繕費、労務費等の軽減分+24 億円 

訂正後： 

*北米一時費用+43：北米生産混乱による緊急輸送費の削減(+37)、修繕費・選別費用などの削減(+6) 

**経費（米国）△4：16 年 3 月期の固定資産減損実施による償却費軽減効果(+19)、収支改善のため

の業務委託料(△21)、設備投資に伴う償却費増加など(△2) 

４）53 ページ 「2017 年 3 月期見通し：連結 CF」 営業 CF 

・税前当期純利益 訂正前：+22 ⇒ 訂正後：+34 

・運転資本増減他 訂正前：+50 ⇒ 訂正後：+38 

 
以 上 
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産機・鉄道
センサー

F-プロジェクト（新規）

乗用車姿勢制御
【IMU】

ナビ【IMU】

商用車 農機建機
【小型センサ
クラスタ】

SUSコントロール
【小型スタンド
アローン】

コンクリート充填検知

普通列車用
制輪子

鉄道用挙動
監視装置

エレベータ用
ライニング

技術の融合
新しい価値の創造
情報ビジネス
新市場の開拓

②製品別事業部制への移行によるグローバルネットワークの確立

aNF30-2016 基本方針

社会インフラ＆モビリティ事業
（AIMS)

訂正前

フォークリフト用ブレーキ

高速鉄道用ディスク
ブレーキ

大型トレーラー用
ブレーキ

クレーン用
ブレーキ
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*北米一時費用+43：16年3月期の固定資産減損実施による償却費軽減効果+19億円
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2017年3月期見通し:営業利益増減分析（対前年同期）

受注増効果と合理化に加え、北米一時費用が改善し、約54億円の増益

日本 33 △ 4 2 10 △ 4 △ 5 △ 3 30
米国 △ 108 1 △ 1 23 △ 4 43 △ 8 7 2 △ 45
メキシコ △ 4 △ 0 0 △ 4
欧州 △ 9 △ 0 △ 1 0 △ 4 0 △ 1 1 △ 15
アジア 47 13 △ 8 8 △ 4 △ 4 △ 0 △ 4 47
連結消去 4 △ 0 4
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2017年3月期見通し:営業利益増減分析（対前年同期）

受注増効果と合理化に加え、北米一時費用が改善し、約54億円の増益
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2017/3/31財務CF投資CF営業CF2016/3/31

150
204

+164 △150

現金及び
現金同等物

現金及び
現金同等物

税前当期純利益 +22
減価償却費 +115
法人税 △20
退職給付拠出 △3
運転資本増減他 +50

設備投資（無形含む）等 △150

借入金増減他 △68

△68

単位：億円

FCF+14億円、現金残高は150億円の予定

2017年3月期見通し:連結CF

53

訂正前
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現金同等物

現金及び
現金同等物

税前当期純利益 +34
減価償却費 +115
法人税 △20
退職給付拠出 △3
運転資本増減他 +38

設備投資（無形含む）等 △150

借入金増減他 △68

△68

単位：億円

FCF+14億円、現金残高は150億円の予定
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